














































4 .  わが国の摂食・嚥下リハの歴史
　わが国では古くから小児科領域，看護領域，歯科領域で，それぞれ嚥下障害への取り組みがなされてきた．




















































1 1 .  最近のトピックス
　平成22年4月に「リハビリテーション関連職種の吸引」に関する厚労省の通達が出された．「言語聴覚士が
嚥下訓等を実施する際など，喀痰等の吸引が必要となる場合がある」とし，これは「言語聴覚士法」第2条に
ある「言語訓練その他の訓練に含まれるものと解し，言語聴覚士が実施できる行為として取り扱う」というも
のであった．摂食・嚥下リハビリテーションにおいて，STが希望してきた行為のひとつであったが，これが
現実のものとなった．以来，STは各地域，各職場で吸引に関する講習会を実施している．岡山県言語聴覚士
会でも，平成23年2月本学において講習会を実施したところであるが，いずれ，吸引はSTの当たり前の業務の
ひとつに加わるに違いない．
以上
